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1. はじめに 

 NSGA-II は多目的最適化アルゴリズムの中では有効的に

働くが，目的関数が増加すると探索性能が悪化することが

知られている[1]．本稿では，高速非優越ソートを行った後

に一番低いランクに属する個体を条件別に淘汰し，その分

だけ個体を新たに初期化する手法を提案する． 

2. 提案手法 

本研究では上記の問題点を解決するために高速非優越

ソートによって一番低いランクに分類された個体を淘汰し，

新しく個体を生成する手法を提案する．これにより新しく生

成した個体の中に従来の手法では停滞しがちだった探索

を打開する個体が現れることを狙いとしている． 

以下の条件別に最低ランクに属する個体を淘汰し初期

化する処理をそれぞれ行う． 

(1) 最低ランクに属する個体が 50 個以上 

(2) 最低ランクに属する個体が総個体数の半数以上 

(3) 最低ランクに属する個体が総個体数の
1

10
以上 

(4) 無条件 

(5) その世代の総ランク数が 3 以上かつ最低ランクに属

する個体が総個体数の
1

10
以上 

3. 評価方法 

 多目的最適化問題のテスト問題である DTLZ1に適用し, 

2 目的，3 目的，4 目的，5 目的，6 目的の各場合で前述の

条件によって処理を分けた実験を行った．DTLZ1 は式(1)

のように定式化される[2]． 

𝑀𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑓1(𝒙) =
1

2
𝑥1𝑥2 … 𝑥𝑀−1(1 + 𝑔(𝒙𝑀)) 

𝑀𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑓2(𝒙) =
1

2
𝑥1𝑥2 … (1 − 𝑥𝑀−1)(1 + 𝑔(𝒙𝑀)) 

⋮ (1) 

𝑀𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑓𝑀−1(𝒙) =
1

2
𝑥1(1 − 𝑥2)(1 + 𝑔(𝒙𝑀)) 

𝑀𝑖𝑛𝑖𝑚𝑖𝑧𝑒 𝑓𝑀(𝒙) =
1

2
(1 − 𝑥1)(1 + 𝑔(𝒙𝑀)) 

𝑆𝑢𝑏𝑗𝑒𝑐𝑡 𝑡𝑜 0 ≤ 𝑥𝑖 ≤ 1  𝑓𝑜𝑟 𝑖 = 1, 2, … 𝑛 

ただし， 

𝑔(𝒙𝑀) = 

100 [|𝑥𝑀| + ∑ (𝑥𝑖 − 0.5)2 − cos(20𝜋(𝑥𝑖 − 0.5))

𝑥𝑖∈𝑥𝑀

] (2) 

 

この実験によって得られた解を以下の 4 個の観点から評価

した． 

・パレート最適フロントと得られた解集合の分布の比較 

・パレート最適解と得られた解の平均誤差 

・Hypervolume の比較 

・パレート最適解との誤差が 1%未満の解の数 

4. 実験結果 

図 1 は目的関数が 6 個だった場合の，初期の解の分布を

赤，最終的な解の分布を青で示した実験結果を左上から

NSGA-II,条件(1), (2), (3), (4), (5)の順に結果を表示したも

のである．また，各実験結果は異なる 2 つの目的関数で定

められた二次元空間に射影して表示している． 

 

 
図 1 6 目的の DTLZ1の実験結果 

NSGA-II は目的関数が少ないほど良好な結果だったが，

目的関数が増えるほど(5)の条件で最低ランクに属する個

体を淘汰する処理を行った NSGA-II の方がすべての実験

評価点において比較的良好な結果を示した． 

3. 今後の課題 

目的関数が少ない場合でも良い結果が得られるように改良

する． 
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